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平
成
二
十
五
年
度

学
位
（
博
士
）
申
請
論
文

朝
鮮
三
国
時
代
に
お
け
る
対
外
関
係
史
研
究

要
旨

赤
羽

奈
津
子

【
目
次
】

序
論第

一
節

古
代
東
ア
ジ
ア
対
外
関
係
史
の
現
在

第
一
項

古
代
に
お
け
る
対
外
認
識
と
交
流
範
囲

第
二
項

東
ア
ジ
ア
対
外
関
係
史
研
究
動
向

第
二
節

本
論
文
の
課
題

第
三
節

本
論
文
の
構
成

第
一
章

朝
鮮
三
国
の
対
中
国
関
係

第
一
節

本
章
の
目
的

第
二
節

高
句
麗
の
対
中
国
関
係

第
三
節

百
済
の
対
中
国
関
係

第
四
節

新
羅
の
対
中
国
関
係

第
五
節

小
結

第
二
章

高
句
麗
と
粛
慎
朝
貢

第
一
節

本
章
の
目
的

第
二
節

粛
慎
に
関
す
る
先
行
研
究

第
三
節

魏
晋
南
北
朝
時
代
の
粛
慎
朝
貢

第
一
項

曹
魏
・
西
晋
と
粛
慎

第
二
項

南
北
朝
と
粛
慎

第
四
節

高
句
麗
と
粛
慎
朝
貢

第
五
節

小
結

第
三
章

加
耶
諸
国
の
対
外
関
係

第
一
節

本
章
の
目
的

第
二
節

金
官
加
耶
の
鉄

第
三
節

金
官
加
耶
に
対
す
る
倭
の
軍
事
的
援
助

第
四
節

加
耶
諸
国
の
衰
退
と
倭

第
一
項

大
加
耶
と
倭

第
二
項

日
本
列
島
に
お
け
る
製
鉄

第
五
節

小
結

第
四
章

六
世
紀
の
日
朝
関
係

第
一
節

本
章
の
目
的
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第
二
節

欽
明
期
（
五
四
〇
～
五
七
一
）
の
日
朝
関
係

第
三
節

敏
達
期
（
五
七
二
～
五
八
五
）
の
日
朝
関
係

第
一
項

高
句
麗
と
の
関
係

第
二
項

敏
達
期
の
対
外
政
策

第
四
節

推
古
期
（
五
九
三
～
六
二
八
）
の
日
朝
関
係

第
一
項

遣
隋
使
の
派
遣

第
二
項

推
古
期
の
対
外
政
策

第
五
節

小
結

第
五
章

古
代
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
仏
教
と
対
外
関
係

第
一
節

本
章
の
目
的

第
二
節

高
句
麗
・
百
済
の
仏
教
受
容

第
三
節

高
句
麗
・
百
済
の
仏
教
銘
文

第
一
項

高
句
麗
の
仏
教
銘
文

第
二
項

百
済
の
仏
教
銘
文

第
四
節

高
句
麗
・
百
済
の
仏
教
銘
文
と
北
朝
仏
教
銘
文

第
一
項

高
句
麗
・
百
済
の
仏
教
銘
文
の
特
徴

第
二
項

北
朝
造
像
銘
と
の
比
較

第
五
節

小
結

結
論

一
、
古
代
東
ア
ジ
ア
対
外
関
係
史
の
現
在

対
外
関
係
史
と
は
、
人
と
人
と
の
交
流
の
歴
史
で
あ
る
。

人
々
の
交
流
の
範
囲
は
、
自
身
の
所
在
地
を
中
心
と
し
て
徐
々
に
外
へ
と
広
が
る
も
の
で
あ
る
。
現
在

ほ
ど
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い
な
い
古
代
に
お
け
る
交
流
範
囲
は
必
然
的
に
限
定
さ
れ
、
日
常
的
に
交
流

で
き
る
地
域
と
、
頻
繁
に
交
流
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
域
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
正
式
な
国
家
間
の
外
交
関

係
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
密
接
な
関
係
を
維
持
で
き
た
の
は
近
隣
地
域
な
ど
に
限
定
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

交
流
頻
度
に
比
例
し
て
、
容
易
に
交
流
で
き
る
近
隣
に
対
す
る
認
識
は
鮮
明
に
な
り
、
遠
方
に
対
す
る

認
識
は
希
薄
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
人
々
の
外
国
観
に
対
し
て
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
推

察
さ
れ
、
実
際
の
交
流
活
動
と
対
外
認
識
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。

中
国
に
お
い
て
は
、
強
烈
な
民
族
中
心
主
義
（ethnocentrism

）
に
基
づ
く
中
華
思
想
・
華
夷
思
想
を

根
底
に
、
五
服
・
九
服
と
い
う
世
界
観
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
理
念
的
な
世
界
観
で
は
あ
っ
た
が
、
前

漢
に
よ
る
西
域
経
営
・
朝
鮮
四
郡
設
置
な
ど
に
よ
っ
て
具
体
的
に
周
縁
の
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
、
周
辺
諸
国
と
の
間
に
官
爵
授
受
を
媒
介
と
す
る
「
冊
封
」
に
よ
る
世
界
秩
序
が
構
築
さ
れ
た
。
冊

封
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ
た
世
界
の
内
部
に
属
す
る
の
は
、
朝
貢
な
ど
に
よ
り
中
国
と
定
期
的
か
つ
相

互
的
関
係
を
有
し
た
国
・
地
域
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
理
想
的
な
世
界
観
で
あ
っ
た
五
服
・
九
服
は
、
よ
り

具
体
性
を
持
っ
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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こ
う
し
た
中
国
を
中
心
と
す
る
世
界
観
を
積
極
的
に
受
容
し
、
そ
の
内
部
に
自
身
を
位
置
づ
け
よ
う
と

し
た
の
が
朝
鮮
諸
国
で
あ
る
。
朝
鮮
諸
国
は
国
家
形
成
の
諸
段
階
に
お
い
て
、
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど

様
々
な
面
に
対
し
て
、
直
接
的
に
中
国
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
特
に
中
国
文
化
の
受
容
と
い
う
観
点
か

ら
見
れ
ば
、
中
国
周
辺
諸
国
の
中
で
も
最
も
積
極
的
に
こ
れ
を
受
容
し
た
地
域
で
あ
る
と
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
に
よ
る
三
国
鼎
立
時
代
よ
り
、
高
麗
・
朝
鮮
時
代
に
至
る
ま
で
、
朝
鮮
諸
国
は

中
国
に
対
し
て
朝
貢
し
、
官
爵
を
授
与
さ
れ
、
常
に
中
国
を
中
心
と
す
る
世
界
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で
、

国
際
社
会
に
お
け
る
自
国
の
地
位
の
安
定
を
図
っ
た
。

一
方
、
中
国
を
中
心
と
す
る
国
際
秩
序
か
ら
は
一
定
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
、
政
治
・
経
済
・
文
化
面

に
お
い
て
間
接
的
に
そ
の
影
響
を
受
容
し
た
の
が
日
本
（
倭
）
で
あ
る
。
日
本
も
ま
た
国
家
形
成
の
諸
段

階
に
お
い
て
中
国
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
中
国
と
の
直
接
交
渉
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
も
の
ば

か
り
で
は
な
く
、
朝
鮮
諸
国
を
媒
介
と
す
る
も
の
も
多
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
朝
鮮
と
日
本
は
同
様
に
中
国
の
影
響
を
受
け
つ
つ
成
長
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
は
共
通
し

て
い
る
が
、
そ
の
受
容
の
あ
り
方
に
は
差
異
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
問
題
は
な
ぜ
そ
う
し
た
差

異
が
生
じ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
単
な
る
地
理
的
条
件
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮
諸
国
・
日
本

自
身
が
保
有
し
た
対
外
認
識
・
交
流
範
囲
の
広
が
り
の
中
で
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。こ

の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア
対
外
関
係
史
を
考
察
す
る
上
で
、
重
要
な
意
義
を
持
つ
の
が
西
嶋
定
生
氏
の
提

唱
す
る
東
ア
ジ
ア
世
界
論
・
冊
封
体
制
論

で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
世
界
論
と
は
、
上
原
専
禄
氏
の
「
近
代

(1)

以
前
に
は
一
体
化
さ
れ
た
世
界
は
存
在
せ
ず
、
自
立
性
を
持
ち
、
独
立
し
た
複
数
の
歴
史
的
世
界
が
併
存

し
て
い
た

」
と
い
う
指
摘
を
受
け
、
こ
う
し
た
歴
史
的
世
界
の
一
つ
と
し
て
「
東
ア
ジ
ア
世
界
」
に
注

(2)

目
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
世
界
は
、
政
治
圏
・
文
化
圏
が
一
体
と
な
っ
た
自
己
完
結
的
な
世
界
で

あ
り
、
そ
の
構
成
指
標
は
「
漢
字
文
化
・
儒
教
・
律
令
制
・
仏
教
」
の
受
容
で
あ
る
。
こ
の
指
標
に
従
え

ば
、
中
国
・
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
・
日
本
を
東
ア
ジ
ア
世
界
と
し
て
包
括
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
中
国
文
化
が
独
自
に
波
及
す
る
こ
と
は
な
く
、
中
国
の
政
治
的
権
力
・
権
威
を
背
景
に
伝
播
す
る
。

そ
の
背
景
こ
そ
が
「
冊
封
」
で
あ
る
と
西
嶋
氏
は
指
摘
す
る
。

中
国
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
世
界
で
は
、
中
国
と
周
辺
諸
国
の
間
に
爵
位
授
与
（
冊
封
）
を
媒
介
と

す
る
関
係
が
結
ば
れ
、
こ
れ
に
よ
り
一
定
の
政
治
的
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
十
世
紀
に
入
っ
て
唐
が

滅
亡
し
、
中
国
が
冊
封
体
制
の
中
心
と
し
て
の
権
威
を
保
持
で
き
な
く
な
っ
た
後
も
、
大
規
模
な
交
易
圏

の
出
現
を
背
景
と
し
て
、
明
清
時
代
に
至
る
ま
で
冊
封
体
制
は
維
持
さ
れ
た
と
西
嶋
氏
は
い
う

。
(3)

こ
の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア
世
界
論
・
冊
封
体
制
論
に
つ
い
て
は
、
中
国
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
諸
国
の

関
係
に
一
定
の
規
則
性
を
見
出
し
、
東
ア
ジ
ア
の
対
外
関
係
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
論
理
を
提
供
し
た

と
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、
様
々
な
批
判
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
批
判
は
大
き
く
分
け
て
、
以
下
の
三

点
に
収
斂
で
き
る
。
第
一
に
「
東
ア
ジ
ア
世
界
」
と
い
う
枠
組
み
自
体
に
対
す
る
批
判

、
第
二
に
周
辺

(4)

諸
国
の
主
体
性
・
主
体
的
発
展
を
十
分
に
解
明
で
き
な
い
と
い
う
批
判

、
第
三
に
地
域
・
時
代
を
越
え

(5)

て
普
遍
的
に
適
用
さ
れ
る
の
か
と
い
う
批
判

で
あ
る
。

(6)

こ
う
し
た
東
ア
ジ
ア
世
界
論
・
冊
封
体
制
論
の
批
判
的
継
承
か
ら
、
近
年
、
冊
封
体
制
に
影
響
さ
れ
な

い
中
国
周
辺
諸
国
の
自
立
性
と
独
自
の
交
流
に
注
目
が
集
ま
り
、
周
縁
と
周
縁
の
関
係
な
ど
、
周
辺
諸
国

が
有
す
る
独
自
の
国
際
秩
序
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る

。
ま
た
、
国
家
関
係
を
相
対
化
す
る

(7)

越
境
集
団
や
多
元
的
な
外
交
関
係

、
国
境
は
も
ち
ろ
ん
「
東
ア
ジ
ア
世
界
」
す
ら
意
識
せ
ず
、
研
究
者

(8)
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の
問
題
関
心
に
応
じ
て
設
定
可
能
な
「
ｎ
地
域
論

」
や
、
地
域
史
・
海
域
史
と
い
っ
た
視
座
が
提
示
さ

(9)

れ
て
い
る

。
(10)

古
代
朝
鮮
の
対
外
関
係
史
研
究
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
冊
封
体
制
に
と
ら
わ
れ
な
い
朝

鮮
諸
国
独
自
の
対
外
関
係
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
李
成
市
氏
は
、
日
本
と
新
羅
に
お
い
て
律
令
を

中
心
と
す
る
新
た
な
政
治
体
制
が
形
成
さ
れ
る
時
期
は
、
ど
ち
ら
も
唐
と
の
交
流
が
最
も
低
調
で
あ
り
、

逆
に
日
本
・
新
羅
間
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成
は
中
国
と
の
外
交
関

係
の
み
が
決
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る

。
(11)

ま
た
、
鬼
頭
晴
明
氏
は
唐
の
高
句
麗
遠
征
に
つ
い
て
、
「
従
来
、
唐
の
高
句
麗
遠
征
が
大
勢
と
し
て
国

際
政
治
史
の
基
本
的
要
因
で
あ
る
か
の
よ
う
な
見
方
は
正
し
く
な
い
。
周
辺
諸
国
相
互
の
関
係
も
そ
れ
を

規
定
」
し
て
い
る
と
述
べ
、
唐
の
高
句
麗
遠
征
が
朝
鮮
半
島
内
部
の
事
情
を
契
機
と
し
て
発
生
し
た
と
理

解
し
て
い
る

。
(12)

以
上
、
東
ア
ジ
ア
対
外
関
係
史
の
研
究
動
向
を
整
理
す
る
と
、
「
冊
封
体
制
に
影
響
さ
れ
な
い
」
周
辺

諸
国
の
自
立
的
な
対
外
関
係
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
古
代
朝
鮮
対
外
関
係
史
研
究

に
お
い
て
も
同
様
に
、
例
え
ば
日
本
と
の
関
係
な
ど
、
朝
鮮
諸
国
の
自
立
的
な
対
外
関
係
に
注
目
が
集
ま

っ
て
い
る
。

問
題
は
、
朝
鮮
諸
国
の
対
外
関
係
を
考
察
す
る
に
際
し
て
、
何
処
に
視
点
の
中
心
を
置
く
か
と
い
う
点

で
あ
る
。
越
境
集
団
や
多
元
的
な
外
交
関
係
、
あ
る
い
は
地
域
史
・
海
域
史
な
ど
に
注
目
す
る
場
合
も
、

政
治
・
経
済
・
文
化
、
あ
る
い
は
宗
教
な
ど
様
々
な
紐
帯
を
通
し
て
、
各
地
域
が
交
流
を
維
持
し
て
い
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

西
嶋
定
生
氏
の
提
唱
す
る
冊
封
体
制
と
は
、
こ
の
よ
う
な
交
流
の
紐
帯
と
し
て
「
冊
封
」
に
注
目
し
た

も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
様
々
な
紐
帯
の
中
で
、
何
を
中
心
に
据
え
て
考
察
す
る
か

に
よ
っ
て
、
対
外
関
係
の
広
が
り
方
は
変
化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

二
、
本
論
文
の
課
題

本
論
文
の
課
題
は
、
朝
鮮
・
日
本
の
自
立
性
を
重
視
し
つ
つ
、
如
何
に
し
て
中
国
と
の
関
係
を
描
き
出

し
て
い
く
か
、
中
国
を
中
心
と
す
る
世
界
に
お
い
て
個
別
的
に
展
開
し
た
朝
鮮
・
日
本
の
関
係
を
如
何
に

理
解
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
本
論
文
で
は
朝
鮮
諸
国
の
対
外
関
係
を
主
軸
に
据
え
て
、
日
中
韓

三
地
域
に
お
い
て
展
開
し
た
具
体
的
な
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
朝
鮮
諸
国
の
対

外
認
識
・
交
流
範
囲
の
中
に
は
、
中
国
・
日
本
双
方
が
包
括
さ
れ
て
お
り
、
「
朝
鮮
」
を
視
点
の
中
心
に

据
え
る
こ
と
で
、
中
韓
・
日
韓
関
係
を
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
朝
鮮
諸
国
の
対
外
関
係
に
つ
い
て
、
「
冊
封
」
を
紐
帯
と
す
る
冊
封
体
制
の
み

な
ら
ず
、
様
々
な
紐
帯
を
設
定
し
て
検
討
す
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
中
国
と
の
冊
封
体
制
の
あ
り
方
を
、

朝
鮮
諸
国
を
中
心
に
据
え
て
捉
え
な
お
し
、
そ
の
他
の
紐
帯
に
よ
る
対
外
関
係
の
あ
り
方
と
比
較
検
討
す

る
と
い
う
手
法
を
取
り
た
い
。

「
冊
封
」
や
「
朝
貢
」
を
紐
帯
と
す
る
国
際
秩
序
は
、
必
ず
し
も
安
定
し
た
世
界
秩
序
で
は
あ
り
え
ず
、

例
え
ば
中
国
と
直
接
国
境
を
接
す
る
高
句
麗
な
ど
は
、
冊
封
体
制
下
に
あ
っ
た
と
し
て
も
常
に
中
国
の
動

向
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
冊
封
関
係
は
理
念
的
な
側
面
が
あ
り
、
そ
こ
で

形
成
さ
れ
た
宗
主
国
・
被
冊
封
国
の
関
係
も
ま
た
実
態
を
伴
わ
な
い
部
分
が
多
か
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
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で
き
る
。

茂
木
敏
夫
氏
は
、
朝
貢
体
制
の
理
念
と
実
態
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
朝
貢
体
制

に
お
け
る
「
上
国
」
で
あ
る
中
国
は
、
朝
貢
し
て
き
た
国
に
対
し
て
実
質
的
な
支
配
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な

く
、
両
国
間
の
関
係
を
律
す
る
儀
礼
の
煩
瑣
な
手
続
き
さ
え
履
行
す
れ
ば
、
周
辺
諸
国
の
自
主
は
保
障
さ

れ
、
内
政
・
外
交
へ
の
干
渉
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
周
辺
諸
国
は
自
ら
の
独
自
性
と
自
主
を
守
る
た
め
に

朝
貢
国
の
列
に
加
わ
っ
た
と
い
う

。
(13)

茂
木
氏
は
こ
う
し
た
理
解
を
踏
ま
え
て
、
近
世
・
近
代
に
お
け
る
朝
貢
体
制
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
冊
封
体
制
・
朝
貢
体
制
の
理
念
と
実
態
は
、
古
代
に
お
い
て
も
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
、
南
北
朝
時
代
の
冊
封
体
制
に
つ
い
て
は
、
韓
昇
氏
が
「
南
北
朝
時
代
の
い
わ
ゆ
る
冊
封
体
制
は
中

身
よ
り
形
式
に
流
れ
る
面
が
大
き
い
の
に
比
べ
、
隋
の
対
外
政
策
は
権
力
の
実
質
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
即
ち
、
隋
に
な
っ
て
冊
封
体
制
は
質
的
な
変
化
が
起
こ
り
、
そ
れ
は
唐
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
実
現
さ

れ
て
い
く
」
と
指
摘
し
て
い
る

。
(14)

つ
ま
り
、
魏
晋
南
北
朝
の
分
裂
期
な
ど
、
中
国
が
「
問
罪
」
と
し
て
朝
貢
国
に
対
し
て
武
力
行
使
を
行

う
余
裕
が
な
い
時
期
に
は
、
冊
封
体
制
・
朝
貢
体
制
は
理
念
的
な
面
が
強
調
さ
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
例
え
理
念
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
魏
晋
南
北
朝
・
隋
唐
時
代
を
通

し
て
冊
封
を
媒
介
と
す
る
朝
鮮
・
中
国
関
係
は
維
持
さ
れ
て
お
り
、
両
国
間
の
関
係
に
一
定
の
秩
序
を
も

た
ら
し
て
い
た
事
実
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

茂
木
氏
は
、
朝
貢
体
制
に
つ
い
て
「
双
方
に
と
っ
て
軍
事
力
に
必
要
以
上
の
負
担
が
か
か
ら
な
い
、
き

わ
め
て
安
価
な
安
全
保
障
の
た
め
の
装
置
」
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
当
然
、
冊
封
体
制
も
同
様

の
機
能
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
冊
封
体
制
と
は
中
国
か
ら
の
一
方
的
な
押
し
つ
け
の
関
係
で
は
な
く
、
被
冊
封
国
も
中
国
と

の
良
好
な
関
係
維
持
や
文
化
導
入
な
ど
様
々
な
事
情
の
下
、
そ
の
関
係
を
維
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
を
冊
封
体
制
の
中
心
た
ら
し
め
る
の
は
、
朝
貢
な
ど
周
辺
諸
国
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
中
国

と
周
辺
諸
国
の
間
に
双
方
向
的
な
関
係
が
存
在
し
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
周
辺
諸
国
の
自

立
性
を
重
視
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
改
め
て
中
国
と
周
辺
諸
国
の
関
係
を
捉
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
朝
鮮
諸
国
が
自
国
の
利
害
に
基
づ
く
対
外
関
係
を
確
立
さ
せ
、
頻
繁
に
中
国
に

朝
貢
使
を
派
遣
し
た
五
～
七
世
紀
、
所
謂
「
朝
鮮
三
国
時
代
」
に
焦
点
を
当
て
、
朝
鮮
諸
国
の
対
外
関
係

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

三
、
本
論
文
の
構
成

第
一
章
「
朝
鮮
三
国
の
対
中
国
関
係
」
で
は
、
本
論
文
の
導
入
と
し
て
、
朝
鮮
諸
国
・
中
国
間
に
お
け

る
「
冊
封
」
を
紐
帯
と
す
る
関
係
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

本
章
で
は
、
当
該
時
期
の
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
領
土
拡
大
を
対
外
政
策
の
主

軸
に
据
え
、
高
句
麗
は
南
進
政
策
、
百
済
・
新
羅
は
加
耶
地
域
侵
攻
を
主
政
策
と
し
て
い
た
こ
と
を
基
軸

に
、
各
国
の
対
中
国
関
係
の
特
徴
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

高
句
麗
は
朝
鮮
三
国
の
中
で
唯
一
、
中
国
と
直
接
国
境
を
接
し
、
何
度
も
中
国
の
侵
攻
を
被
っ
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
三
国
の
中
で
最
も
頻
繁
に
朝
貢
使
を
派
遣
し
、
冊
封
体
制
の
中
に
お
け
る
自
国
の
安
全
を
図

ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
、
高
句
麗
に
と
っ
て
冊
封
体
制
は
単
な
る
理
念
的
な
も
の
で
は
な
く
、
直
接
的
な

武
力
行
使
を
被
る
可
能
性
を
持
つ
、
現
実
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
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め
、
高
句
麗
は
百
済
・
新
羅
と
比
較
し
て
、
よ
り
積
極
的
に
中
国
と
の
関
係
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
。

百
済
・
新
羅
は
朝
鮮
半
島
南
部
の
加
耶
地
域
へ
侵
攻
す
る
た
め
、
隣
接
す
る
倭
に
協
力
を
求
め
た
。
そ

の
際
、
両
国
は
倭
の
軍
事
的
援
助
を
得
る
た
め
、
積
極
的
に
中
国
の
先
進
文
化
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ

は
百
済
・
新
羅
の
対
中
国
外
交
は
、
冊
封
体
制
の
中
に
自
国
を
位
置
づ
け
る
の
み
な
ら
ず
、
中
国
文
化
の

受
容
と
い
う
側
面
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
百
済
は
南
朝
偏
重
外
交
を
展
開
し
、
南
朝
を
中
心
と
す
る
冊
封
体
制
の
中
に
参
与
し
て
い

る
が
、
そ
れ
は
高
句
麗
の
よ
う
に
直
接
的
な
武
力
行
使
を
想
定
し
な
い
、
理
念
的
な
冊
封
体
制
理
解
に
基

づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
中
国
を
中
心
と
す
る
国
際
社
会
の
中
に

如
何
に
し
て
自
国
を
位
置
づ
け
て
い
く
か
と
い
う
問
題
に
は
、
朝
鮮
諸
国
各
々
が
置
か
れ
た
状
況
が
強
く

作
用
し
て
い
る
と
い
え
る
。

本
章
で
は
、
朝
鮮
三
国
と
中
国
・
日
本
の
関
係
を
通
し
て
、
中
国
を
中
心
と
す
る
国
際
秩
序
の
内
部
に

お
い
て
、
「
冊
封
」
と
は
別
の
共
通
利
害
を
媒
介
と
す
る
具
体
的
な
対
外
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
た
可
能

性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

第
二
章
「
高
句
麗
と
粛
慎
朝
貢
」
で
は
、
冊
封
体
制
の
下
で
展
開
し
た
、
高
句
麗
・
南
北
朝
間
の
「
粛

慎
楛
矢
」
を
紐
帯
と
す
る
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

本
章
で
は
、
高
句
麗
の
広
開
土
王
（
在
位

三
九
一
～
四
一
二
）
・
長
寿
王
（
在
位

四
一
三
～
四
九
一
）

に
よ
る
積
極
的
な
南
進
政
策
の
背
景
と
し
て
、
高
句
麗
が
中
国
と
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に
「
粛

慎
朝
貢
」
を
利
用
し
た
点
に
つ
い
て
注
目
し
た
。
高
句
麗
は
自
身
が
朝
貢
す
る
の
み
な
ら
ず
、
中
国
に
お

い
て
遠
夷
来
貢
の
象
徴
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
「
粛
慎
」
に
よ
る
朝
貢
を
媒
介
す
る
こ
と
で
、
中
国
側

の
要
求
に
、
よ
り
積
極
的
に
応
え
よ
う
と
し
た
。
結
果
と
し
て
、
高
句
麗
は
三
四
二
年
に
前
燕
の
慕
容
皝

の
侵
攻
を
被
っ
て
以
降
、
五
九
八
年
の
隋
の
文
帝
に
よ
る
高
句
麗
遠
征
ま
で
、
実
際
に
中
国
か
ら
攻
撃
を

受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

粛
慎
朝
貢
に
高
句
麗
が
介
入
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
魏
晋
時
期
に
は
「
粛
慎
」
が
朝

貢
主
体
と
な
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
南
北
朝
時
代
に
な
る
と
粛
慎
の
代
表
的
な
朝
貢

品
で
あ
る
「
楛
矢
」
自
体
が
遠
夷
来
貢
の
象
徴
と
し
て
の
意
義
を
有
し
、
そ
の
朝
貢
主
体
が
粛
慎
で
あ
る

必
要
性
が
薄
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

本
章
で
は
、
「
粛
慎
朝
貢
」
や
そ
の
朝
貢
品
で
あ
る
「
楛
矢
」
が
中
国
に
如
何
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の

か
と
い
う
点
を
考
察
し
、
そ
こ
に
高
句
麗
が
介
入
し
て
い
く
意
義
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、

高
句
麗
が
中
国
と
の
関
係
を
あ
く
ま
で
宗
主
国
と
朝
貢
国
・
被
冊
封
国
と
位
置
づ
け
な
が
ら
、
そ
の
関
係

を
自
国
の
利
害
に
基
づ
い
て
利
用
し
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
三
章
「
加
耶
諸
国
の
対
外
関
係
」
で
は
、
高
句
麗
の
南
進
の
影
響
を
受
け
た
朝
鮮
半
島
南
部
と
倭
の

交
流
に
つ
い
て
、
そ
の
紐
帯
の
変
化
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

本
章
で
は
、
特
に
前
期
加
耶
の
中
心
地
で
あ
っ
た
金
官
加
耶
と
倭
の
関
係
を
通
し
て
、
両
国
・
両
地
域

が
何
を
媒
介
と
し
て
関
係
を
成
立
さ
せ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
注
目
し
て
検
討
を
行
っ
た
。
当
初
、
金

官
加
耶
と
倭
は
、
鉄
と
食
料
・
硬
玉
製
勾
玉
な
ど
具
体
的
な
交
易
品
を
媒
介
と
す
る
地
域
間
交
易
関
係
を

形
成
し
て
い
た
。
後
に
、
高
句
麗
・
新
羅
の
圧
迫
に
よ
っ
て
金
官
加
耶
が
危
機
的
状
況
に
陥
る
と
、
鉄
の

対
価
と
し
て
軍
事
的
援
助
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
地
域
間
の
交
易
か
ら
国
家
間
の
外

交
へ
と
、
そ
の
関
係
の
内
実
が
変
化
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

し
か
し
、
六
世
紀
に
入
っ
て
倭
に
お
い
て
製
鉄
が
開
始
さ
れ
る
と
、
軍
事
的
援
助
の
対
価
と
し
て
鉄
の

相
対
的
価
値
が
低
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
金
官
加
耶
衰
退
後
に
成
長
し
て
き
た
大
加
耶
は
、
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倭
か
ら
軍
事
的
援
助
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
加
耶
諸
国
は
衰
退
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

そ
の
後
、
加
耶
地
域
へ
侵
攻
す
る
た
め
に
倭
の
軍
事
的
援
助
を
必
要
と
し
た
百
済
・
新
羅
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
対
価
を
支
払
っ
て
倭
の
協
力
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
金
官
加
耶
が
倭
か
ら
軍
事
的
援
助

を
得
た
と
い
う
前
例
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
章
で
は
、
朝
鮮
と
日
本
に
お
い
て
は
、
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
先
進
文
化
と
は
別
に
、
「
加
耶
の

鉄
」
や
任
那
問
題
を
基
礎
と
す
る
「
倭
の
軍
事
的
援
助
」
な
ど
の
共
通
利
害
が
存
在
し
、
そ
れ
を
媒
介
と

し
て
各
地
域
の
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
四
章
「
六
世
紀
の
日
朝
関
係
」
で
は
、
「
任
那
問
題
」
を
媒
介
と
す
る
百
済
・
新
羅
と
倭
の
関
係
に

つ
い
て
、
倭
の
状
況
を
考
慮
し
つ
つ
概
観
し
た
。
特
に
、
百
済
・
新
羅
に
よ
る
協
力
要
請
に
対
し
て
、
倭

が
如
何
な
る
対
応
を
し
た
の
か
と
い
う
点
に
注
目
し
、
便
宜
上
、
欽
明
期
（
五
四
〇
～
五
七
一
）
・
敏
達

期
（
五
七
二
～
五
八
五
）
・
推
古
期
（
五
九
三
～
六
二
八
）
の
三
期
に
分
け
て
整
理
し
た
。

六
世
紀
の
朝
鮮
半
島
で
は
、
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
に
よ
る
三
国
鼎
立
が
決
定
的
と
な
り
、
三
国
の
実

力
が
拮
抗
す
る
中
で
同
盟
相
手
と
し
て
倭
の
地
位
が
向
上
し
て
い
た
。
当
該
時
期
の
倭
に
求
め
ら
れ
た
の

は
、
朝
鮮
半
島
情
勢
を
視
野
に
入
れ
た
広
範
な
対
外
関
係
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
六
世
紀
の
倭
の
対
外
政
策
は
、
朝
鮮
半
島
南
部
の
金
官
加
耶
の
領
有
問
題
で
あ
る
「
任
那
問

題
」
の
解
決
を
主
要
な
目
的
と
し
て
お
り
、
任
那
か
ら
「
任
那
の
調
」
を
獲
得
す
る
と
い
う
具
体
的
か
つ

狭
小
な
外
交
を
展
開
し
て
い
た
。

こ
れ
は
、
「
任
那
問
題
」
を
紐
帯
と
す
る
対
外
関
係
は
、
当
事
者
で
あ
る
百
済
・
新
羅
・
倭
・
加
耶
諸

国
の
み
を
含
む
世
界
の
中
で
形
成
さ
れ
、
高
句
麗
や
中
国
は
そ
の
外
側
に
存
在
す
る
と
認
識
さ
れ
た
た
め

で
あ
ろ
う
。
推
古
朝
に
至
っ
て
遣
隋
使
派
遣
が
行
わ
れ
た
後
、
倭
の
対
外
認
識
は
高
句
麗
ま
で
広
が
っ
た

も
の
の
、
隋
を
中
心
と
す
る
国
際
秩
序
の
存
在
が
正
確
に
認
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

本
章
で
は
、
倭
の
外
交
世
界
が
朝
鮮
三
国
を
中
心
に
展
開
し
て
お
り
、
中
国
は
そ
の
外
部
の
存
在
と
し

て
認
識
さ
れ
た
と
指
摘
し
、
倭
が
長
期
に
亘
っ
て
中
国
を
中
心
と
す
る
国
際
社
会
か
ら
姿
を
消
し
た
一
つ

の
要
因
と
し
て
理
解
し
た
。

第
五
章
「
古
代
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
仏
教
と
対
外
関
係
」
で
は
、
「
仏
教
」
を
介
し
た
地
域
間
交
流
に

つ
い
て
考
察
し
た
。
と
り
わ
け
、
本
章
で
は
朝
鮮
半
島
で
発
見
さ
れ
た
高
句
麗
・
百
済
の
仏
教
銘
文
に
注

目
し
、
中
国
の
仏
教
銘
文
と
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
で
、
仏
教
を
介
し
た
高
句
麗
・
百
済
の
対
外
関
係
に

つ
い
て
概
観
し
た
。

高
句
麗
・
百
済
の
仏
教
銘
文
は
概
ね
北
朝
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
北
朝
仏
教
銘
文
と
異
な
り
、
国

王
崇
拝
・
鎮
護
国
家
を
意
識
し
た
語
が
あ
ま
り
確
認
で
き
な
い
。
北
朝
で
は
、
仏
教
が
支
配
構
造
を
支
え

る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
、
造
像
銘
な
ど
に
も
皇
帝
崇
拝
・
鎮
護
国
家
を
意
識
し
た
語
句
が
し

ば
し
ば
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
高
句
麗
・
百
済
で
は
、
北
朝
に
お
け
る
国
家
と
仏
教
の
関
係
を
そ
の
ま

ま
移
植
し
た
の
で
は
な
く
、
仏
教
の
「
様
式
・
形
式
」
と
い
う
表
面
的
な
部
分
の
み
を
受
容
し
た
と
推
測

で
き
る
。

本
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
ま
れ
た
要
因
に
つ
い
て
、
銘
文
形
式
な
ど
が
国
家
間
の
交
流
で
は

な
く
、
地
域
間
の
交
流
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
を
提
示
し
、
と
り
わ
け
、
北
朝
か
ら
高
句
麗
へ

流
入
し
た
人
々
が
そ
の
担
い
手
と
な
っ
た
と
指
摘
し
た
。
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四
、
結
論

朝
鮮
三
国
時
代
に
お
け
る
日
中
韓
三
地
域
の
対
外
関
係
を
概
観
し
て
み
る
と
、
以
下
の
こ
と
が
分
か
る
。

「
冊
封
」
を
媒
介
と
す
る
冊
封
体
制
は
、
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
た
状
況
に
よ
っ

て
、
そ
の
受
容
の
あ
り
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
官
爵
を
媒
介
と
す
る
国
際
秩
序
は
、
当
然
、
宗
主
国
た
る

中
国
の
理
想
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。
高
句
麗
は
中
国
の
理
想
的
な
国
際
秩
序
の
あ
り
方
を
正
し
く

理
解
し
、
朝
貢
や
官
爵
授
受
な
ど
、
積
極
的
に
中
国
側
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
で
、
国
際
社
会
に
お
け
る

自
国
の
安
全
を
保
持
し
て
い
る
。
そ
の
最
も
大
き
な
要
因
は
、
冊
封
体
制
に
お
け
る
「
問
罪
」
に
よ
る
武

力
行
使
を
阻
止
す
る
こ
と
に
あ
る
。
と
り
わ
け
、
曹
魏
・
前
燕
の
攻
撃
に
よ
っ
て
王
都
が
陥
落
し
た
経
験

が
あ
る
高
句
麗
に
と
っ
て
そ
れ
は
現
実
的
な
問
題
で
あ
り
、
中
国
に
と
っ
て
理
想
的
な
「
朝
貢
国
」
と
し

て
自
国
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
。

百
済
・
新
羅
の
場
合
、
中
国
の
脅
威
と
直
面
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
六
世
紀
前
半
の
百
済
は
南
朝

偏
重
外
交
を
展
開
し
て
い
る
が
、
高
句
麗
と
対
立
し
て
い
る
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
高
句
麗
に
「
問
罪
」

可
能
で
あ
る
北
朝
と
の
関
係
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
百
済
は
高
句
麗
と
の
関
係
が
悪
化
す
る

と
、
南
朝
で
は
な
く
北
朝
に
対
し
て
高
句
麗
討
伐
を
要
請
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
羅
は
朝
貢
開
始
年
次
自

体
が
遅
い
た
め
、
南
北
朝
・
隋
と
は
文
化
交
流
関
係
を
形
成
し
た
に
す
ぎ
ず
、
頻
繁
に
朝
貢
し
、
官
爵
授

受
を
含
む
政
治
的
な
関
係
を
成
立
さ
せ
る
の
は
唐
代
以
降
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
百
済
・
新
羅
は
加
耶
侵
攻
を
目
指
し
、
互
い
に
倭
の
軍
事
的
援
助
を
求
め
た
。「
任
那
問
題
」

を
媒
介
と
す
る
朝
鮮
諸
国
と
倭
の
関
係
と
、
「
冊
封
」
を
媒
介
と
す
る
冊
封
体
制
を
比
較
し
て
み
る
と
、

相
違
点
が
指
摘
で
き
る
。

百
済
・
新
羅
が
求
め
た
倭
の
軍
事
的
援
助
は
、
冊
封
体
制
に
お
け
る
「
問
罪
」
同
様
に
、
実
際
の
武
力

行
使
を
指
し
て
い
る
。
当
然
、
倭
は
朝
鮮
諸
国
に
と
っ
て
の
「
宗
主
国
」
で
は
な
か
っ
た
が
、
理
念
的
な

冊
封
体
制
下
の
「
問
罪
」
で
は
な
く
、
よ
り
具
体
的
な
問
題
と
し
て
軍
事
的
援
助
が
期
待
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

た
だ
し
、
冊
封
体
制
は
中
国
の
絶
対
的
な
権
威
と
「
冊
封
」
を
媒
介
と
す
る
関
係
で
あ
っ
た
が
、
朝
鮮

諸
国
と
倭
の
関
係
は
「
任
那
問
題
」
と
い
う
一
地
域
の
現
実
的
問
題
を
媒
介
と
し
て
い
た
点
に
差
異
が
確

認
で
き
る
。
広
範
囲
を
含
む
中
国
の
権
威
と
は
異
な
り
、
一
地
域
の
み
に
お
い
て
有
効
な
共
通
問
題
を
媒

介
と
す
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
世
界
の
広
が
り
は
必
然
的
に
狭
小
な
範
囲
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
と
想
定
で
き

よ
う
。

こ
の
よ
う
な
国
際
関
係
は
、
各
国
の
対
外
認
識
・
交
流
範
囲
の
広
が
り
と
連
関
し
て
形
成
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
唐
代
以
前
に
お
い
て
は
、
東
夷
諸
国
の
中
で
「
冊
封
」
を
媒
介
と
す
る
中
国
中
心
の
国
際
秩

序
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
高
句
麗
・
百
済
で
あ
り
、
新
羅
・
倭
は
厳
密
に
は
そ
の
外
側
に
位
置
し

て
い
た
。
一
方
、
「
任
那
問
題
」
を
媒
介
と
す
る
国
際
関
係
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
百
済
・
新
羅

・
倭
・
加
耶
諸
国
で
あ
り
、
高
句
麗
・
中
国
は
そ
の
外
側
に
位
置
し
て
い
た
と
い
え
る
。

以
上
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
朝
鮮
諸
国
は
中
国
に
と
っ
て
は
重
視
す
べ
き
「
朝
貢
国
」
で
あ
り
、
日
本

に
と
っ
て
は
共
通
利
害
を
有
す
る
「
同
盟
国
」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
二
つ
の
対
外
関
係
の
輪
の

中
に
包
括
さ
れ
た
朝
鮮
諸
国
は
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
巧
み
な
外
交
を
展
開
す
る
に
至

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
朝
鮮
」
を
中
心
と
す
る
視
点
は
、
複
雑
に
絡
み
合
う
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
対
外
関
係

の
あ
り
方
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
視
座
を
提
供
し
て
く
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
論
文
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
対
外
関
係
と
い
う
の
は
何
を
そ
の
紐
帯
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、



東
ア
ジ
ア
世
界
論
・
冊
封
体
制
論
に
関
し
て
は
、
西
嶋
定
生
「
六
―
八
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
」
（
『
岩
波

(1)講
座
日
本
歴
史
』
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
）
が
代
表
論
文
で
あ
る
。

上
原
専
禄
『
世
界
史
像
の
新
形
成
』
（
上
原
専
禄
著
作
集
八
、
一
九
九
三
、
初
出
『
世
界
史
講
座
』

(2)月
報
一
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
五
四
）
参
照
。

冊
封
・
朝
貢
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
ア
バ
ン
クJ.K

.Fairbank

な
ど
の
諸
説
を
批
判
的
に
継
承
し
た
浜
下

(3)武
志
氏
の
「
朝
貢
シ
ス
テ
ム
論
」
、
茂
木
敏
夫
氏
の
「
中
華
世
界
の
近
代
的
再
編
」
、
佐
藤
慎
一
氏
の

「
万
国
公
法
付
会
論
」
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
。
浜
下
武
志
『
朝
貢
シ
ス
テ
ム
と
近
代
ア
ジ
ア
』
（
岩
波
書

店
、
一
九
九
七
）
、
茂
木
敏
夫
『
変
容
す
る
近
代
東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
』
（
山
川
出
版
社
、
一
九
九

七
）
、
佐
藤
慎
一
『
近
代
中
国
の
知
識
人
と
文
明
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
）
参
照
。
ま
た
、

こ
う
し
た
冊
封
体
制
・
朝
貢
体
制
論
に
つ
い
て
は
、
村
田
雄
二
郎
「
東
ア
ジ
ア
は
ど
こ
に
あ
る
か
？
―
冊

封
＝
朝
貢
体
制
論
再
考
」
（
『
ア
ジ
ア
研
究
』
五
、
二
〇
一
〇
）
に
研
究
動
向
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

旗
田
巍
「
十
―
十
二
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
日
本
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
四
、
岩
波
書
店
、
一
九

(4)六
二
）
、
菊
池
英
夫
「
総
説
―
研
究
史
的
回
顧
と
展
望
―
」
（
『
隋
唐
帝
国
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
汲
古
書
院
、

一
九
七
九
）
、
堀
敏
一
『
中
国
と
古
代
東
ア
ジ
ア
世
界
―
中
華
的
世
界
と
諸
民
族
―
』
（
岩
波
書
店
、
一

九
九
三
）
、
山
内
晋
次
「
日
本
古
代
史
研
究
か
ら
み
た
東
ア
ジ
ア
世
界
論
―
西
嶋
定
生
氏
の
東
ア
ジ
ア
世

界
論
を
中
心
に
―
」
（
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
二
三
〇
・
二
三
一
、
一
九
九
八
）
な
ど
参
照
。

注

旗
田
巍
前
掲
論
文
、
鬼
頭
清
明
『
日
本
古
代
国
家
の
形
成
と
東
ア
ジ
ア
』
（
校
倉
書
房
、
一
九

(5)

(4)

七
六
）
、
武
田
幸
男
「
序
説

五
～
六
世
紀
東
ア
ジ
ア
史
の
一
視
点
―
高
句
麗
『
中
原
高
句
麗
碑
』
か
ら

新
羅
『
赤
城
碑
』
へ
―
」
（
『
朝
鮮
三
国
と
倭
国
』
東
ア
ジ
ア
史
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
四
、
学
生

社
、
一
九
八
〇
）
、
李
成
市
「
東
ア
ジ
ア
共
通
の
歴
史
認
識
に
向
け
て
―
高
句
麗
史
の
帰
属
問
題
を
中
心

に
」
（
『
史
海
』
五
十
五
、
二
〇
〇
八
）
な
ど
参
照
。

- 9 -

広
が
り
方
が
異
な
っ
て
く
る
。
国
家
間
の
交
流
か
ら
、
地
域
間
の
交
流
へ
目
を
向
け
て
み
る
と
、
異
な
っ

た
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
例
え
ば
、
「
仏
教
」
を
紐
帯
と
す
る
関
係
は
、
国
家
の
関
係

と
は
異
な
る
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
対
外
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
方
を
比
較
検
討
し
な
が
ら
考
察
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
論
文
で
は
朝
鮮
三
国
時
代
に
お
け
る
日
中
韓
三
地
域
の
、
「
冊

封
」
・
「
粛
慎
楛
矢
」
・
「
鉄
」
・
「
任
那
問
題
」
・
「
仏
教
」
な
ど
を
紐
帯
と
す
る
関
係
を
考
察
す
る
に
と
ど

ま
っ
た
。
特
に
、
国
家
間
の
関
係
の
検
討
に
終
始
し
、
地
域
間
に
お
け
る
多
彩
な
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
で
き
な
か
っ
た
。

朝
鮮
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
地
域
間
交
流
が
顕
著
に
表
れ
て
く
る
の
は
、
商
人
の
活
動
が
活
発
に
な

る
統
一
新
羅
以
降
で
あ
る
。
当
然
、
統
一
新
羅
以
降
の
交
流
、
あ
る
い
は
北
ア
ジ
ア
遊
牧
国
家
や
西
域
諸

国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
朝
鮮
諸
国
の
広
範
な
対
外
関
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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谷
川
道
雄
「
東
ア
ジ
ア
世
界
形
成
の
史
的
構
造
―
冊
封
体
制
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
隋
唐
帝
国
と
東

(6)ア
ジ
ア
世
界
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
）
、
注

山
内
晋
次
前
掲
論
文
、
注

李
成
市
前
掲
論
文
な
ど
参

(4)

(5)

照
。

注

山
内
晋
次
前
掲
論
文
、
酒
寄
雅
志
「
華
夷
思
想
の
諸
相
」
（
『
渤
海
と
古
代
の
日
本
』
校
倉
書
房
、

(7)

(4)

二
〇
〇
一
、
初
出
『
自
意
識
と
相
互
理
解
』
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
史
Ⅴ
、
東
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九

三
）
、
広
瀬
憲
雄
「
古
代
東
ア
ジ
ア
地
域
対
外
関
係
の
研
究
動
向
」
（
『
歴
史
の
理
論
と
教
育
』
一
二
九
・

一
三
〇
、
二
〇
〇
八
）
、
李
成
市
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
民
族
と
国
家
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
）
、
注
(5)

同
氏
前
掲
論
文
な
ど
参
照
。

田
中
史
生
『
越
境
の
古
代
史
―
倭
と
日
本
を
め
ぐ
る
ア
ジ
ア
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
（
筑
摩
書
房
、
二

(8)〇
〇
九
）
参
照
。

板
垣
雄
三
「
民
族
と
民
主
主
義
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
別
冊
特
集
、
一
九
七
三
）
参
照
。

(9)
地
域
史
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
村
井
章
介
「<

地
域>
と
国
家
の
視
点
」
（
『
新
し
い
歴
史
学
の
た

(10)め
に
』
二
三
〇
・
二
三
一
、
一
九
九
八
）
な
ど
、
海
域
史
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
桃
木
至
朗
編
『
海

域
ア
ジ
ア
史
研
究
入
門
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
）
な
ど
参
照
。

注

李
成
市
前
掲
論
文
参
照
。
ま
た
李
成
市
氏
は
、
日
本
出
土
木
簡
は
中
国
出
土
木
簡
と
の
類
似
性

(11)

(5)

が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
近
年
出
土
例
が
増
加
し
て
い
る
韓
国
出
土
木
簡
と
類
似
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て

い
る
。
こ
れ
は
中
国
か
ら
伝
播
し
た
漢
字
文
化
が
、
朝
鮮
半
島
・
日
本
列
島
相
互
の
関
係
に
よ
っ
て
独
自

の
変
化
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
変
化
の
過
程
に
中
国
の
権
威
が
直
接
的
に
影
響
し
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
と
い
う
。
同
氏
「
東
ア
ジ
ア
世
界
論
再
考
―
地
域
文
化
圏
の
形
成
を
中
心
に
―
」
（
『
歴
史
評

論
』
六
九
七
、
二
〇
〇
八
）
参
照
。

注

鬼
頭
晴
明
前
掲
書
、
一
二
七
頁
。

(12)

(5)
茂
木
敏
夫
「
中
国
か
ら
見
た
〈
朝
貢
体
制
〉
―
理
念
と
実
態
、
そ
し
て
近
代
に
お
け
る
再
定
義
―
」

(13)（
『
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
』
一
、
二
〇
〇
六
）
参
照
。

韓
昇
「
隋
と
高
句
麗
の
国
際
政
治
関
係
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
堀
敏
一
先
生
古
稀
記
念

古
代
中
国
の
国

(14)家
と
民
衆
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
）
参
照
。


